
03 3685 5702 03 5609 1665

神奈川

東 京

事務所
 7 　 8
 　 24 　

 6 　 7
 　 9 　
 1/31 　 1
 　 3 　

 5 　 6
 　 7 　
 21 　 22
 　 24 　

 14 　 15
 　 17 　

 5 　 6
 　 7 　

 5 　 6
 　 10 　

 6 　 7
 　 10 　

 14 　 15
 　 17 　
 21 　 22
 　 24 　
 7 　 8
 　 9 　

 9 　 10
 　 11 　

 2/28 　 1
 　 3 　

 12 　 13
 　 24 　

 　 4 　
 9　 10 　17
 1/31　 　 　1
 3　 9 　10
 　　 14 　　
 16　 23 　24

 　 4 　
 9　 10 　17

 　 6 　
 9　 16 　17
 　 15 　
 17　 23 　24

 6　   　7
 17　   　24

 13　   　14
 　 17  　 

 26　   　27
 　 28  　 
 21　   　22
 　 23  　 

 23　   　24
 　 26  　 

 27　   　28
 　 3/2  　 

 21 　 22
 　 24 　

2 月 3 月 4 月（一部未定） 3 月 4 月（一部未定）2 月講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時・会
場

○
四
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
四
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
四
月
十
四
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
五
月
十
一
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
五
月
十
八
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
四
月
二
十
三
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
七
時
、
江
東

区
大
島
三―

一―

十
一
、
産

学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
四
月
二
十
四
日（
水
）午

前
九
時
〜
午
後
三
時
、
会
場

は
学
科
講
習
会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
三
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
三
月
十
五
日（
金
）午
前

1
日
　
▽
福
井
永
平
寺
涅
槃
会

攝
心（
〜
7
日
）

3
日
　
▽
節
分

　
　
　
　
豆
ま
き

　
　
　
　
奈
良
春
日
大
社
万
灯
籠

4
日
　
▽
立
春

　
　
　
　
尾
鷲
ま
つ
り（
1
〜
5
日
）

6
日
　
▽
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ

ヨ
コ
ハ
マ2013

（
〜
8

日
）パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

7
日
　
▽
北
方
領
土
の
日

第
17
回
お
お
た
工
業
フ
ェ

ア（
〜
9
日
）大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
　
Ｐ
Ｉ
Ｏ

8
日
　
▽
こ
と
始
め

針
供
養

9
日
　
▽
初
午

京
都
伏
見
稲
荷
初
午
祭

11
日

　▽
建
国
記
念
の
日

奈
良
橿
原
神
宮
例
祭

14
日
　
▽
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

15
日
　
▽
全
国
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

横
手
か
ま
く
ら

16
日
　
▽
全
国
狩
猟
禁
止

日
蓮
聖
人
誕
生
会

17
日
　
▽
伊
勢
神
宮
祈
年
祭（
〜
23
日
）

ア
レ
ル
ギ
ー
週
間（
〜
23
日
）

20
日
　
▽
水
戸
梅
ま
つ
り

（
3
月
31
日
ま
で
）

21
日
　
▽
第
12
回
厨
房
設
備
機
器
展（
〜

24
日
）東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

23
日
　
▽
皇
太
子
誕
生
日

京
都
醍
醐
寺
五
大
力
尊
仁
王
会

24
日
　
▽
大
田
原
大
田
山
地
蔵
尊
春
大
祭

25
日
　
▽
京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭

ＪＲ只見線は８つの鉄橋を渡りつつ、只見川を縫うようにして走る。豪雪で知られる沿線では、例年２月中に只見町で雪
まつりが開催される。なお、同線は一昨年の集中豪雨により鉄橋が流失し、現在も一部区間が不通となっている。

只見川第３橋梁にて

2013

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

平成25年 3 月14日（木）　午後 1時30分～ 3時40分

改正労働契約法・高齢者雇用安定法改正について
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九
時
〜
午
後
五
時
、
十
六
日

（
土
）午
前
九
時
〜
午
後
〇

時
、
江
東
区
大
島
三―

一―

十
一
、
産
学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
三
月
十
六
日（
土
）午
後

一
時
〜
午
後
五
時
、
十
七
日

（
日
）午
前
九
時
〜
午
後
五

時
、
会
場
は
学
科
講
習
会
場

と
同
じ
。

二
、
受
講
料

学
科
＝
会
員
　　
九
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
一
、〇
〇
〇
円

実
技
＝
会
員
　
一
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　
一
三
、〇
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

六
月
十
一
日（
火
）午
前
九
時

〜
午
後
五
時
、
江
東
区
大
島

三―

一―

十
一
、
産
学
協
同

セ
ン
タ
ー

二
、
受
講
料

　
　
　
会
員
　　
七
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
般
　　
九
、〇
〇
〇
円

2校 てんぼう2013no02／1p.4p



事業主区分 現行の法定雇用率 平成25年４月１日以降

1.8% 2.0%

2.1% 2.3%

2.0% 2.2%

民間企業

国、地方公共団体等

都道府県等の教育委員会

週所定労働時間障害者区分
30時間以上 20時間以上30時間未満 20時間未満

重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント身体障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント
重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント知的障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント
重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント精神障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント

0カウント

溶接競技会

“あなたも出場してみませんか”
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53東
京
都
溶
接
協
会
（
横
田
文

雄
会
長
）
で
は
平
成
二
十
五
年

三
月
九
日
に
第
五
十
三
回
溶
接

技
術
競
技
会
を
開
催
し
、
手
溶

接
と
半
自
動
溶
接
の
総
合
優
勝

者
を
東
京
都
代
表
と
し
て
次
回

の
全
国
溶
接
競
技
会
に
派
遣
す

る
。
溶
接
作
業
に
従
事
し
挑
戦

意
欲
の
あ
る
出
場
希
望
者
、
自

社
の
溶
接
技
術
水
準
を
確
認
し

た
い
管
理
者
・
経
営
者
の
方
は
、

是
非
選
手
を
派
遣
し
て
く
だ
さ

い
。第

五
十
九
回
全
国
溶
接
競
技

会
は
十
月
十
二
・
十
三
日
の
両

日
、
愛
知
県
・
東
海
市
の
新
日

鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄
所
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

◇

　本
大
会
の
申
込
み
と
参
加

資
料
の
請
求
は
左
記
事
務
局
ま

で
。

第
五
十
八
回
全
国
溶
接
競
技
会

小
山

　仁
さ
ん 

（
株
式
会
社
鈴
三
テ
ク
ノ
）

優
良
賞
獲
得小山　仁さん

㈳
日
本
溶
接
協
会
主
催
の
平

成
二
十
四
年
度（
第
五
十
八
回
）

「
全
国
溶
接
技
術
競
技
会
」＝
宮

崎
県
宮
崎
市
で
開
催
＝
の
入

賞
者
が
発
表
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
競
技
会

は
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
百

十
二
人
の
優
秀
な
選
手
が
日
本

一
を
目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
の
部
・
森

　裕
一

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡

会
（
横
田
文
雄
委
員
長
・
東
京

都
溶
接
協
会
会
長
）
は
関
東
甲

信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
す
る
。
同
連
絡
会
所
属

の
十
一
溶
接
協
会
か
ら
手
ア
ー

ク
溶
接
の
部
に
、
各
都
県
協
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
計
二
十
二
名

の
選
手
が
参
加
す
る
予
定
。

今
回
の
会
場
は
前
回
に
引
続

き
神
戸
製
鋼
所
グ
ル
ー
プ
の
支

援
を
受
け
、
神
奈
川
県
藤
沢
市

の
神
鋼
溶
接
サ
ー
ビ
ス
溶
接
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

東
京
都
溶
接
協
会
か
ら
は
、

東
京
都
立
北
豊
島
工
業
高
校
と

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
校
の
二

選
手
が
出
場
の
予
定
。
現
在
、

各
校
で
代
表
選
手
の
選
抜
を
し

て
い
る
。

さ
ん
（
愛
知
県
・
豊
田
自
動
織

機
）
炭
酸
ガ
ス
半
自
動
ア
ー
ク

溶
接
の
大
澤
文
宏
さ
ん
（
大
阪

府
・
小
松
製
作
所
）
が
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
日
本
一
の
栄
誉
に

輝
い
た
。

東
京
都
代
表
で
参
加
し
た
小

山
仁
さ
ん
（
鈴
三
テ
ク
ノ
）
は

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
の
部
で
好
成

績
を
あ
げ
優
良
賞
を
獲
得
し

た
。
な
お
、
小
山
さ
ん
は
前
年

の
岡
山
大
会
に
続
い
て
の
連
続

出
場
で
念
願
の
初
入
賞
と
な
っ

た
。
半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
で
参

加
し
た
持
田
真
人
さ
ん
（
津
覇

車
輌
工
業
）
は
健
闘
し
た
が
残

念
な
が
ら
入
賞
を
逃
し
た
。

第
四
回

関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

四
月
二
十
日
に
開
催

第44回  クレーン運転及び玉掛け技能競技全国大会

平成25年 5月17日（金）
公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会　福島事務所
〒963-0547 郡山市喜久田町卸 3-39
平成25年 4 月19日（金）
公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会　教育部
　　　　　　　　　及び最寄りの当協会事務所
TEL　03-3685-2141　　FAX　03-3685-2189
E-mail　honbu.kyouikubu@bcsa.or.jp

（
写
真
は

　
　
　第
43
回
全
国
大
会
風
景
）

すべての事業主は、障害者雇用率制度により法定雇用率以
上の割合で障害者を雇用する義務があります。平成25年4月
1日より法定雇用率が次表のように改正されます。 
これに伴い、対象となる事業所規模が拡大されるため、新

たに雇用状況の報告や障害者雇用推進者の選任の義務が課さ
れる事業所も発生します。

＜障害者雇用率制度とは＞
「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、事業主に対

して、雇用する労働者（常時雇用している労働者数）に占め
る身体障害者・知的障害者の割合が一定率（法定雇用率）以
上になるよう義務づけられています。今回の法定雇用率の変
更により、従前は報告義務の課されなかった従業員50人以
上56人未満の事業主に対して、新たに義務がかされること
となりますので注意を要します。
＜障害者雇用率の計算の仕方＞
企業の労働者の総数は、週所定労働時間が30時間以上の

者を1人とし、20時間以上30時間未満の者を0.5人とカウン
トします。障害者の雇用人数については、障害の程度及び就
労時間に応じて次表のように定められています。重度障害と
は障害等級1級・2級該当者を指します。

総労働者数201人以上の企業に関しては、雇用率の計算は
各月毎に算出し、当該月の過不足数に応じて納付金または報
奨金・調整金を徴収または支給されます。平成27年4月1日
以後は対象事業所が拡大され、常時雇用している労働者数
101人以上雇用する事業所にも同制度が適用される予定で
す。
＜雇用状況の報告義務＞
今回の法定雇用率の変更により、障害者を雇用しなければ

ならない事業主の範囲が常時雇用している労働者数56人以
上から50人以上に拡大されます。 これに伴い、以下のよう
な義務も同時に発生することとなります。 
１．毎年6月1日時点の障害者雇用状況をハローワークに報
告しなければなりません。

２．障害者雇用推進者を選任するよう努めなければなりませ
ん。
～障害者雇用推進者の業務とは～
・障害者の雇用の促進と継続を図るために必要な施設、
設備の設置や整備
・障害者雇用状況の報告
・障害者を解雇した場合のハローワークへの届け出など

＜障害者雇用納付金、調整金・報奨金制度＞
障害者雇用納付金制度においても、平成25年4月1日から
新しい法定雇用率が適用されます。従って、平成26年4月1
日から同年5月15日までの間に申告していただく分（平成
25年4月から平成26年3月までの申告対象期間）から新しい
法定雇用率で算定していただくことになります。
１．障害者雇用納付金制度とは
法定雇用率を下回っている事業主（従業員200人超）か
ら、法定雇用障害者数に不足する人数に応じて納付金を徴
収し、それを財源に法定雇用率を上回っている事業主に対
して障害者雇用調整金、報奨金、各種の助成金を支給する
制度です。障害者を雇用するには、作業施設・設備の改善
や職場環境の整備など、経済的負担が伴います。この納
付金制度は、障害者を多く雇用している事業主の経済的
負担を軽減し、事業主間の負担の公平を図りつつ、障害
者雇用の水準を高めることを目的としています。
障害者雇用率（1.8%）未達成の事業主は、法定雇用障
害者数に不足する障害者数に応じて1人につき月額
50,000円の障害者雇用納付金を納付しなければならない
こととされています。
なお、常時雇用している労働者数が200人を超え300人
以下の事業主については、平成22年7月から平成27年6月
まで障害者雇用納付金の減額特例（1人につき月額
「50,000円」を「40,000円」に減額）が適用されます。
２．障害者雇用調整金、報奨金制度
・調整金
常時雇用している労働者数が200人を超える事業主で
障害者雇用率（1.8%）を超えて障害者を雇用している
場合は、その超えて雇用している障害者数に応じて1人
につき月額27,000円の障害者雇用調整金が支給されま
す。
・報奨金
常時雇用している労働者数が200人以下の事業主で、
各月の雇用障害者数の年度間合計数が一定数（各月の常
時雇用している労働者数の4％の年度間合計数又は72人
のいずれか多い数）を超えて障害者を雇用している場合
は、その一定数を超えて雇用している障害者の人数に
21,000円を乗じて得た額の報奨金が支給されます。

〈障害者雇用率が改正になります〉〈障害者雇用率が改正になります〉
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事業主区分 現行の法定雇用率 平成25年４月１日以降

1.8% 2.0%

2.1% 2.3%

2.0% 2.2%

民間企業

国、地方公共団体等

都道府県等の教育委員会

週所定労働時間障害者区分
30時間以上 20時間以上30時間未満 20時間未満

重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント身体障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント
重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント知的障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント
重度以外 1カウント 重度以外 0.5カウント精神障害者
重度障害 2カウント 重度 1カウント

0カウント

溶接競技会

“あなたも出場してみませんか”

 第50巻第 2号 2013年（平成25年）2月 1日発行  第50巻第 2号 2013年（平成25年）2月 1日発行

53東
京
都
溶
接
協
会
（
横
田
文

雄
会
長
）
で
は
平
成
二
十
五
年

三
月
九
日
に
第
五
十
三
回
溶
接

技
術
競
技
会
を
開
催
し
、
手
溶

接
と
半
自
動
溶
接
の
総
合
優
勝

者
を
東
京
都
代
表
と
し
て
次
回

の
全
国
溶
接
競
技
会
に
派
遣
す

る
。
溶
接
作
業
に
従
事
し
挑
戦

意
欲
の
あ
る
出
場
希
望
者
、
自

社
の
溶
接
技
術
水
準
を
確
認
し

た
い
管
理
者
・
経
営
者
の
方
は
、

是
非
選
手
を
派
遣
し
て
く
だ
さ

い
。第

五
十
九
回
全
国
溶
接
競
技

会
は
十
月
十
二
・
十
三
日
の
両

日
、
愛
知
県
・
東
海
市
の
新
日

鐵
住
金
㈱
名
古
屋
製
鉄
所
で
開

催
さ
れ
ま
す
。

◇

　本
大
会
の
申
込
み
と
参
加

資
料
の
請
求
は
左
記
事
務
局
ま

で
。

第
五
十
八
回
全
国
溶
接
競
技
会

小
山

　仁
さ
ん 

（
株
式
会
社
鈴
三
テ
ク
ノ
）

優
良
賞
獲
得小山　仁さん

㈳
日
本
溶
接
協
会
主
催
の
平

成
二
十
四
年
度（
第
五
十
八
回
）

「
全
国
溶
接
技
術
競
技
会
」＝
宮

崎
県
宮
崎
市
で
開
催
＝
の
入

賞
者
が
発
表
さ
れ
た
。

平
成
二
十
四
年
度
の
競
技
会

は
、
全
国
か
ら
選
抜
さ
れ
た
百

十
二
人
の
優
秀
な
選
手
が
日
本

一
を
目
指
し
て
熱
い
戦
い
を
繰

り
広
げ
た
。

厳
正
な
審
査
の
結
果
、
被
覆

ア
ー
ク
溶
接
の
部
・
森

　裕
一

東
部
地
区
溶
接
協
会
連
絡

会
（
横
田
文
雄
委
員
長
・
東
京

都
溶
接
協
会
会
長
）
は
関
東
甲

信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

を
開
催
す
る
。
同
連
絡
会
所
属

の
十
一
溶
接
協
会
か
ら
手
ア
ー

ク
溶
接
の
部
に
、
各
都
県
協
会

か
ら
推
薦
さ
れ
た
計
二
十
二
名

の
選
手
が
参
加
す
る
予
定
。

今
回
の
会
場
は
前
回
に
引
続

き
神
戸
製
鋼
所
グ
ル
ー
プ
の
支

援
を
受
け
、
神
奈
川
県
藤
沢
市

の
神
鋼
溶
接
サ
ー
ビ
ス
溶
接
研

修
セ
ン
タ
ー
で
開
催
す
る
。

東
京
都
溶
接
協
会
か
ら
は
、

東
京
都
立
北
豊
島
工
業
高
校
と

日
本
工
業
大
学
駒
場
高
校
の
二

選
手
が
出
場
の
予
定
。
現
在
、

各
校
で
代
表
選
手
の
選
抜
を
し

て
い
る
。

さ
ん
（
愛
知
県
・
豊
田
自
動
織

機
）
炭
酸
ガ
ス
半
自
動
ア
ー
ク

溶
接
の
大
澤
文
宏
さ
ん
（
大
阪

府
・
小
松
製
作
所
）
が
最
優
秀

賞
を
獲
得
し
日
本
一
の
栄
誉
に

輝
い
た
。

東
京
都
代
表
で
参
加
し
た
小

山
仁
さ
ん
（
鈴
三
テ
ク
ノ
）
は

被
覆
ア
ー
ク
溶
接
の
部
で
好
成

績
を
あ
げ
優
良
賞
を
獲
得
し

た
。
な
お
、
小
山
さ
ん
は
前
年

の
岡
山
大
会
に
続
い
て
の
連
続

出
場
で
念
願
の
初
入
賞
と
な
っ

た
。
半
自
動
ア
ー
ク
溶
接
で
参

加
し
た
持
田
真
人
さ
ん
（
津
覇

車
輌
工
業
）
は
健
闘
し
た
が
残

念
な
が
ら
入
賞
を
逃
し
た
。

第
四
回

関
東
甲
信
越
高
校
生
溶
接
コ
ン
ク
ー
ル

四
月
二
十
日
に
開
催

第44回  クレーン運転及び玉掛け技能競技全国大会

平成25年 5月17日（金）
公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会　福島事務所
〒963-0547 郡山市喜久田町卸 3-39
平成25年 4 月19日（金）
公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会　教育部
　　　　　　　　　及び最寄りの当協会事務所
TEL　03-3685-2141　　FAX　03-3685-2189
E-mail　honbu.kyouikubu@bcsa.or.jp

（
写
真
は

　
　
　第
43
回
全
国
大
会
風
景
）

すべての事業主は、障害者雇用率制度により法定雇用率以
上の割合で障害者を雇用する義務があります。平成25年4月
1日より法定雇用率が次表のように改正されます。 
これに伴い、対象となる事業所規模が拡大されるため、新
たに雇用状況の報告や障害者雇用推進者の選任の義務が課さ
れる事業所も発生します。

＜障害者雇用率制度とは＞
「障害者の雇用の促進等に関する法律」では、事業主に対
して、雇用する労働者（常時雇用している労働者数）に占め
る身体障害者・知的障害者の割合が一定率（法定雇用率）以
上になるよう義務づけられています。今回の法定雇用率の変
更により、従前は報告義務の課されなかった従業員50人以
上56人未満の事業主に対して、新たに義務がかされること
となりますので注意を要します。
＜障害者雇用率の計算の仕方＞
企業の労働者の総数は、週所定労働時間が30時間以上の
者を1人とし、20時間以上30時間未満の者を0.5人とカウン
トします。障害者の雇用人数については、障害の程度及び就
労時間に応じて次表のように定められています。重度障害と
は障害等級1級・2級該当者を指します。

総労働者数201人以上の企業に関しては、雇用率の計算は
各月毎に算出し、当該月の過不足数に応じて納付金または報
奨金・調整金を徴収または支給されます。平成27年4月1日
以後は対象事業所が拡大され、常時雇用している労働者数
101人以上雇用する事業所にも同制度が適用される予定で
す。
＜雇用状況の報告義務＞
今回の法定雇用率の変更により、障害者を雇用しなければ
ならない事業主の範囲が常時雇用している労働者数56人以
上から50人以上に拡大されます。 これに伴い、以下のよう
な義務も同時に発生することとなります。 
１．毎年6月1日時点の障害者雇用状況をハローワークに報
告しなければなりません。

２．障害者雇用推進者を選任するよう努めなければなりませ
ん。
～障害者雇用推進者の業務とは～
・障害者の雇用の促進と継続を図るために必要な施設、
設備の設置や整備
・障害者雇用状況の報告
・障害者を解雇した場合のハローワークへの届け出など

＜障害者雇用納付金、調整金・報奨金制度＞
障害者雇用納付金制度においても、平成25年4月1日から
新しい法定雇用率が適用されます。従って、平成26年4月1
日から同年5月15日までの間に申告していただく分（平成
25年4月から平成26年3月までの申告対象期間）から新しい
法定雇用率で算定していただくことになります。
１．障害者雇用納付金制度とは
法定雇用率を下回っている事業主（従業員200人超）か
ら、法定雇用障害者数に不足する人数に応じて納付金を徴
収し、それを財源に法定雇用率を上回っている事業主に対
して障害者雇用調整金、報奨金、各種の助成金を支給する
制度です。障害者を雇用するには、作業施設・設備の改善
や職場環境の整備など、経済的負担が伴います。この納
付金制度は、障害者を多く雇用している事業主の経済的
負担を軽減し、事業主間の負担の公平を図りつつ、障害
者雇用の水準を高めることを目的としています。
障害者雇用率（1.8%）未達成の事業主は、法定雇用障
害者数に不足する障害者数に応じて1人につき月額
50,000円の障害者雇用納付金を納付しなければならない
こととされています。
なお、常時雇用している労働者数が200人を超え300人
以下の事業主については、平成22年7月から平成27年6月
まで障害者雇用納付金の減額特例（1人につき月額
「50,000円」を「40,000円」に減額）が適用されます。
２．障害者雇用調整金、報奨金制度
・調整金
常時雇用している労働者数が200人を超える事業主で
障害者雇用率（1.8%）を超えて障害者を雇用している
場合は、その超えて雇用している障害者数に応じて1人
につき月額27,000円の障害者雇用調整金が支給されま
す。
・報奨金
常時雇用している労働者数が200人以下の事業主で、
各月の雇用障害者数の年度間合計数が一定数（各月の常
時雇用している労働者数の4％の年度間合計数又は72人
のいずれか多い数）を超えて障害者を雇用している場合
は、その一定数を超えて雇用している障害者の人数に
21,000円を乗じて得た額の報奨金が支給されます。

〈障害者雇用率が改正になります〉〈障害者雇用率が改正になります〉
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2 月 3 月 4 月（一部未定） 3 月 4 月（一部未定）2 月講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

神奈川事務所

茨 城 事 務 所

〒231－0007

〒300－0875

栃 木 事 務 所

甲 信 事 務 所

〒322－0016 鹿沼市流通センター46番地

横浜市中区弁天通4－59
横浜弁天通第一生命ビル 3階

TEL 045－662－2860
FAX 045－662－8768

東 京 事 務 所

ボイラ・クレーン
安 全 協 会

〒136－0071 江東区亀戸1－28－6タニビル 5階

〒136－0071 江東区亀戸6－41－20機缶健保会館 2階
TEL 03－3685－5222
FAX 03－3685－5746

TEL 03－3685－2141
FAX 03－3685－2189

千 葉 事 務 所 〒260－0028 千葉市中央区新町18－10千葉第一生命ビル 2階
TEL 043－247－5532
FAX 043－247－5576

埼 玉 事 務 所 〒330－0801 さいたま市大宮区土手町1－2JA共済埼玉ビル 6階
TEL 048－643－1543
FAX 048－643－1524

TEL 0289－72－1717
FAX 0289－76－6090
TEL 055－287－9511
FAX 055－287－9512

TEL 029－843－0740
FAX 029－841－1968

土浦市中荒川沖町2－6
ツインビル 3階

山梨県南アルプス市
下今諏訪610番 9〒400－0212

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

玉
掛
け
技
能
講
習

小
型
移
動
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習

神奈川

東 京

事務所講習名

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

神奈川

東 京

千 葉

埼 玉

茨 城

栃 木

甲 信

フ
ォ
ー
ク
リ
フ
ト
運
転
技
能
講
習

床
上
操
作
式
ク
レ
ー
ン
運
転
技
能
講
習
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★他の講習も実施しています。詳細については、各事務所にお問合わせください。

日
時・会
場

○
四
月
六
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
四
月
七
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
四
月
十
四
日（
日
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
五
月
十
一
日（
土
）

東
京
都
溶
接
協
会

○
五
月
十
八
日（
土
）

城
東
職
業
能
力
開
発
セ
ン
タ
ー

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
四
月
二
十
三
日（
火
）午

前
九
時
〜
午
後
七
時
、
江
東

区
大
島
三―

一―

十
一
、
産

学
協
同
セ
ン
タ
ー

実
技
＝
四
月
二
十
四
日（
水
）午

前
九
時
〜
午
後
三
時
、
会
場

は
学
科
講
習
会
場
と
同
じ
。

二
、
受
講
料
　
一
三
、〇
〇
〇
円

　
テ
キ
ス
ト
代
　
六
〇
〇
円

一
、
日
時・会
場

学
科
＝
三
月
十
五
日（
金
）午
前

1
日
　
▽
福
井
永
平
寺
涅
槃
会

攝
心（
〜
7
日
）

3
日
　
▽
節
分

　
　
　
　
豆
ま
き

　
　
　
　
奈
良
春
日
大
社
万
灯
籠

4
日
　
▽
立
春

　
　
　
　
尾
鷲
ま
つ
り（
1
〜
5
日
）

6
日
　
▽
テ
ク
ニ
カ
ル
シ
ョ
ウ

ヨ
コ
ハ
マ2013

（
〜
8

日
）パ
シ
フ
ィ
コ
横
浜

7
日
　
▽
北
方
領
土
の
日

第
17
回
お
お
た
工
業
フ
ェ

ア（
〜
9
日
）大
田
区
産
業

プ
ラ
ザ
　
Ｐ
Ｉ
Ｏ

8
日
　
▽
こ
と
始
め

針
供
養

9
日
　
▽
初
午

京
都
伏
見
稲
荷
初
午
祭

11
日

　▽
建
国
記
念
の
日

奈
良
橿
原
神
宮
例
祭

14
日
　
▽
聖
バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー

15
日
　
▽
全
国
緑
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

横
手
か
ま
く
ら

16
日
　
▽
全
国
狩
猟
禁
止

日
蓮
聖
人
誕
生
会

17
日
　
▽
伊
勢
神
宮
祈
年
祭（
〜
23
日
）

ア
レ
ル
ギ
ー
週
間（
〜
23
日
）

20
日
　
▽
水
戸
梅
ま
つ
り

（
3
月
31
日
ま
で
）

21
日
　
▽
第
12
回
厨
房
設
備
機
器
展（
〜

24
日
）東
京
ビ
ッ
グ
サ
イ
ト

23
日
　
▽
皇
太
子
誕
生
日

京
都
醍
醐
寺
五
大
力
尊
仁
王
会

24
日
　
▽
大
田
原
大
田
山
地
蔵
尊
春
大
祭

25
日
　
▽
京
都
北
野
天
満
宮
梅
花
祭

ＪＲ只見線は８つの鉄橋を渡りつつ、只見川を縫うようにして走る。豪雪で知られる沿線では、例年２月中に只見町で雪
まつりが開催される。なお、同線は一昨年の集中豪雨により鉄橋が流失し、現在も一部区間が不通となっている。

只見川第３橋梁にて

2013

（カラー版は http://www.miura21.co.jp でご覧いただけます）

編集部撮影

※　上段は学科　　下段は実技 講　　習　　予　　定　　表 公益社団法人 ボイラ・クレーン安全協会
URL:http://www.bcsa.or.jp

平成25年 3 月14日（木）　午後 1時30分～ 3時40分

改正労働契約法・高齢者雇用安定法改正について
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島
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、
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ン
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実
技
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三
月
十
六
日（
土
）午
後

一
時
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午
後
五
時
、
十
七
日

（
日
）午
前
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午
後
五

時
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会
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学
科
講
習
会
場
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学
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一
般
　
一
一
、〇
〇
〇
円

実
技
＝
会
員
　
一
一
、〇
〇
〇
円

　
　
　
一
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一
、
日
時・会
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六
月
十
一
日（
火
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前
九
時

〜
午
後
五
時
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江
東
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大
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一―

十
一
、
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二
、
受
講
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